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福本喜之助教授略歴および著作研究目録
略歴
1903年（明治36年） 8月29日大阪に生まれる．大正11年大阪市立天王寺
商業学校を中退ののち，主としてアテネフランセ等でフランス語を学んだ
が，後ドイツ語にとくに興味をおぽえ，大正15年2月1日，その独習を思
い立つ．昭和のはじめ旧制大阪高等学校に着任されたばかりのシンチンガ
一先生から個人的に指導をうける．昭和 3年4月小学校専科正教員の免許
状（大阪府），同年 8月，試験検定により，師範学校，中学校，高等女学校
ドイツ語教員免許状（文部省）を得，昭和 5年4月から11年3月まで，京
都帝国大学文学部に選科生として在学，西洋文学および西洋言語学を学ん
だが，その間，昭和 7年7月， 試験検定により高等学校（旧制），高等科
ドイツ語教員免許状を受け （文部省）， またかたわら昭和 9年9月から，
麻布獣医専門学校講師（ドイツ語）として勤務する．なお昭和5年4月 1
日から HermannPaulの Prinzipiender Sprachgeschichteの訳業
に従事する．昭和1年4月，立命館大学予科講師，翌12年2月立命館大学
予科教授となる．
昭和15年9月からドイツ文化研究所文化講座の講師として， ドイツ語
学，言語学を担当，昭和19年4月，立命館専門学校教授， 21年7月，同依
願退職， 23年京都師範学校講師（言語学， ドイツ語）， 昭和24年4月， 関
西大学にドイツ文学科設置にともないドイツ語学，古代・中世文学担当と
して関西大学文学部教授に就任， 25年から大阪大学文学部ドイツ文学科お
よび大学院，浪速大学教育学部（大阪府立大学教養部），大阪市立大学（医
進課程）の講師をつとめ，昭和27年4月から関西大学大学院文学研究科ド
イツ語学担当，昭和49年3月定年退職，名誉教授の称号を受ける．現在，
関西大学大学院文学研究科講師．
昭和34年3月慶応義塾大学文学部に主論文「17世紀ドイツ文語史からみ
た外来語の問題とドイツ国語協会の意義について」に，副論文「ゲーテの
言語観」その他10編（約 500ページ）をそえて提出し，昭和35年 1月20日
文学博士（旧制）の学位を受ける．
昭和49年4月1日現在
著作研究目録
研究論文
1. 内的言語形式の問題とその意義—フンボルトからヴァイスゲルバー
まで（昭和18年， ドイツ文化年報， ドイツ文化研究所）
2. マルティ言語哲学の根本問題，その他の遺稿について（昭和19年， ド
イツ精神科学論集，伊藤書店）
3. 近世文語史からみた中世ドイツ官用語の発達とその意義(1)(昭和25年
3月，関西大学人文科学論集）
4. 近世文語史からみた中世ドイツ官用語の発達とその意義(2)(昭和26
年，関西大学文学論集）
5. 言語の世界像と語野の問題（昭和26年，日本言語学会）
6. ゲーテと方言（昭和27年，関西大学 Anglica1, 4号）
7. Sprachfeldの問題について（昭和27年，第三書房，雑誌「Deutsch」)
8. ドイツ語の Aspektについて（昭和28年，第三書房， 雑誌「Deut-
sch」)
9. ドイツ中世文語の問題について（昭和28年，第三書房，雑誌「Deut-
sch」)
10. Satzと Syntaxの概念（昭和28年，第三書房，雑誌「Deutsch」)
1. Deutschの起源と意義に関する新しい見解について（昭和28年， 関
西大学学報）
12. ゲーテと外来語の問題
ー特に AffirmativerPurismusについて一（昭和29年，関西大学文
学論集）
13. ゲーテの言語観（昭和29年，関西大学文学論集）
14. Schillerドイツ語の史的考察（昭和30年，関西大学文学論集）
15. 古代ドイツの外来語（昭和31年，関西大学文学論集）
16. ドイツ語学の方法論に現れた静的言語観と動的言語観（昭和31年，関
西大学文学論集）
17. 中世ドイツの外来語（昭和31年，関西大学文学論集）
18. 人文主義と宗教改革時代のドイツに於ける外来語(1)(昭和32年，関西
大学文学論集）
19. ゲーテとシラーのドイツ語観（昭和32年，ゲーテ年鑑，関西ゲーテ協
会）
20. 人文主義と宗教改革時代に於ける外来語(2)(昭和33年，関西大学文学
論集）
21. 17世紀ドイツに於ける外来語の研究（昭和33年，独逸文学，関西大学
独文学会）
2. 未完の詩 DeutscheGr6Beの草案その他の詩に現れたシラーの言語
観（昭和34年，ゲーテとその時代，郁文堂）
23. Mutterspracheという表現に映じた純ゲルマン的な動的言語観（昭
和36年，関西大学文学論集）
24. 現代ドイツに於ける文法研究の動向（昭和37年， ドイツ文学，日本独
文学会）
25. ヘルマン・パウルの言語史原理について（昭和37年，独逸文学，関西
大学独文学会）
26. 17世紀ドイツ文語史からみた外来語の問題とドイツ国語協会の意義(1)
（昭和37年，関西大学文学論集）
2"7. 20世紀ドイツ語学史からみた Syntaxの概念（昭和38年， ドイツ文
学，日本独文学会）
28. 17世紀ドイツ文語史からみた外来語の問題とドイツ国語協会の意義(2)
（昭和38年，関西大学文学論集）
29. 東独公用文体の特質について（昭和40年，文体論研究，日本文体論協
会）
30. 17世紀ドイツ文語史からみた外来語の問題とドイツ国語協会の意義(3)
（昭和40年．関西大学文学論集）
31. 分割された国土・分化し，分裂しようとする言語（昭和40年，関西大
学文学論集）
32. 17世紀ドイツ文語史からみた外来語の問題とドイツ国語協会の意義(4)
（昭和41年，関西大学文学論集）
3. Ferdinand de Saussureと現代のドイツ語学（昭和41年， ドイツ文
学論孜，阪神ドイツ文学会）
34. Hermann Paulと現代のドイツ語学（昭和42年，独逸文学，関西大
学独文学会）
35. 現代のドイツ語史と語学史からみたドイツ語の名詞文体について（昭
和42年，文体論研究，日本文体論協会）
36. 17世紀ドイツ文語史からみた外来語の問題とドイツ国語協会の意義(5)
（昭和43年，関西大学文学論集）
37. Leo Weisgerber―ー特にその言語観，言語理論とそれに対する批判
について―-Weisgerber教授生誕70年を記念して（昭和44年，関西
大学文学論集）
38. レオ・ヴァイスゲルバーとその言語理論について（昭和44年，言語と
精神形成，講談社）
39. Trier-Weisgerberによる「語の分野理論」に対する最近の一批判
について（昭和46年，関西大学文学論集）
40. バロックのドイツ語観とドイツ国語協会の結成について (17世紀ドイ
ツ文語史からみた外来語の問題とドイツ国語協会の意義について(6))
（昭和46年，関西大学文学論集）
41. Humboldt-Weisgerberの言語本質論からみた民族の言語問題につ
いて（昭和46年，独逸文学，関西大学独文学会）
42. 現実主義的言語観と Weisgerberのドイツ的な言語の概念 （昭和46
年，天野先生古稀記念論文集）
43. ドイツ国語協会の本質とその活動について (17世紀ドイツ文語史から
みた外来語の問題とドイツ国語協会の意義について(7) (昭和47年，
関西大学文学論集）
44. Philipp von Zesenを中心としてみた国語浄化運動とその語史的意
義 (17世紀ドイツ文語史からみた外来語の問題とドイツ国語協会の意
義について(8) (昭和48年，関西大学文学論集）
45. Linguistikという表現について（昭和48年，「ひろの」， ドイツ語学
・文学振興会）
46. Weisgerberによる語野理論の動的考察について（東田教授遠歴記念
論文集）（昭和49年，大阪教育図書）
47. 20世紀の語史に映じたドイツ外来語観の変遷（昭和49年，独逸文学，
関西大学独文学会）
訳業
1. ハインリッヒ・フォン・クライスト「毀れた甕」（昭和17年，改造社）
2. ロベルト・シンチンガー「文化の省察」（共訳）（昭和18年，弘文堂）
3. ロベルト・シンチンガー「実在の省察」（共訳）（昭和23年，弘文堂）
4. ゴットフリート・ケラー「怪僧ヴィーターリス」（昭和35年， 大学書
林）
5. ヘルマン・パウル：言語史原理(2)(昭和38年，独逸文学，関西大学独
文学会）
6. ヘルマン・バウル：言語史原理(3)(昭和39年，独逸文学，関西大学独
文学会）
7. レオ・ヴァイスゲルバー：社会の認識形式としての言語（昭和39年，
雑誌「群狼」）
8. ヘルマン・パウル「言語史原理」（昭和40年，講談社）
9. レオ・ヴァイスゲルバー「言語教育の問題」（昭和40年， 独逸文学，
関西大学独文学会）
10. レオ・ヴァイスゲルバー「言語研究の意義」（昭和41年，独逸文学，
関西大学独文学会）
11. レオ・ヴァイスゲルバー「言語と民族」（昭和42年，独逸文学， 関西
大学独文学会）
12. レオ・ヴァイスゲルバー「言語記号と言語内容」（昭和42年， 独逸文
学，関西大学独文学会）
13. レオ・ヴァイスゲルバー「言語能力は人間であることの特徴であるか
？」（昭和42年，独逸文学，関西大学独文学会）
14. レオ・ヴァイスゲルバー「個人に対する言語財の機能」（昭和43年，
独逸文学，関西大学文学会）
15. レオ・ヴァイスゲルバー「社会の認識形式としての言語」（昭和44年，
独逸文学，関西大学独文学会）
16. レオ・ヴァイスゲルバー「言語と精神形成」（昭和44年，講談社）
註釈
o Heinrich von Kleist, Der zerbrochene Krugの語史的註釈（独文）
（昭和34年，関西大学文学論集）
紹介
0 H. Gipper u. H. Schwarz, Bibliographisches Handbuch zur 
Sprachinhaltsforschung (昭和48年， ドイツ文学論孜， 阪神ドイツ文
学会）
事典
0世界名著大事典第4巻「グリム」の項
第8巻「ヴァイスゲルバー」の項
” 「フリードリッヒ・ザイラー」の項（昭和37年，平凡社）
0大日本百科辞典第14巻「ヘルマン・パウル」の項（昭和44年，小学館）
0 ドイツ文学辞典（日本独文学会編，昭31年，河出書房）に協力
教科書
Kellerの作品， Schopenhauerの随筆集，概説ドイツ文典（昭和1年），
独文法提要 (23年），基範ドイツ文典 (30年），基礎ドイツ小文典 (35年），
新基礎ドイツ語小文典 (40年），新修ドイツ文典提要 (49年）等
その他
0 ドイツ語の語源について（昭和30年，出版ダイジェスト特集（外国語を
いかに学ぶか））
0外国語教育について（昭和37年，朝日新聞・研究ノート欄）
0外来語・転来語と国語尊重の精神（昭和41年，国語問題協議会）
0語学と外国語（昭和41年，英語青年）
0小牧先生と関西（ラテルネ 2号，同学社）
o内山先生とドイツ文化研究所（昭和48年「回顧」）
0大学を去るにあたって（昭和49年関西大学出版広報課）
0 ドイツ語学研修の思い出（昭和49年，「言語」，大修館）ほか．
